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《
四
月
ニ
十
ニ
日
、
第
一
、
三
七
〇
回 

Ｍ
Ｓ
》 

倫
理
研
究
所
法
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
小
野
寺
明
美
氏

（
㈱
小
野
寺
工
務
店
）
を
講
師
に
お
招
き
し
テ
ー
マ
『
リ

ー
ダ
ー
の
条
件
、
常
に
問
題
意
識
を
も
つ
』
と
題
し
講
話

を
頂
き
ま
し
た
。
①
リ
ー
ダ
ー
と
は
？
自
分
も
動
く
し
、

人
も
ま
た
動
か
ず
に
は
お
れ
な
く
す
る
人
②
リ
ー
ダ
ー

に
必
要
な
も
の
は
？
情
熱
が
一
番
必
要
③
タ
イ
プ
は
？

明
る
い
人
。
考
え
方
が
建
設
的
、
創
造
的
。
難
問
に
直
面

し
た
時
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
す
る
。
周
囲
の
人
を
巻
き

込
ん
で
目
標
達
成
に
向
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
人
に
好
か

れ
る
。
精
神
的
に
タ
フ
で
あ
る
。
環
境
の
変
化
に
敏
感
で

あ
る
。
高
い
対
応
力
を
持
っ
て
い
る
。
組
織
に
お
け
る
立

場
を
自
覚
し
て
い
る
。
」
ま
た
「
明
る
い
方
は
病
気
を
し

な
い
。
素
直
に
聴
く
。
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。
前
日
の
会

員
研
修
を
含
め
て
の
分
か
り
易
い
ご
指
導
に
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

         

会
員
ス
ピ
ー
チ
で
は
浅
野
す
み
子
幹
事
（
オ
フ
ィ
ス
あ

さ
の
）
が
、
昭
和
五
十
六
年
に
倫
理
に
出
あ
い
ま
し
た
。

高
一
の
娘
が
不
良
の
仲
間
に
入
り
父
親
に
反
抗
。
そ
の
娘

が
父
親
が
亡
く
な
っ
た
日
か
ら
真
面
目
に
な
り
、
今
で
は

立
派
な
社
会
人
に
な
り
ま
し
た
、
と
笑
顔
で
語
る
。
感
謝
。

◆ 

「
経
営
者
の
集
い
」
の
ご
案
内 

・ 

十
六
日
（
木
）
十
九
時
～
ニ
十
時 

講
師 

渡
邉 

勲
（
詳
細
は
前
記
） 

◆ 

「
幹
部
研
修
」
の
ご
案
内 

・
二
十
三
日
（
木
）
十
九
時
～
ニ
十
時 

講
師 

松
本 

光
司
（
詳
細
は
前
記
） 

＊
会
場
は
南
越
谷
自
治
会
館
を
予
定 

【 

六
月
の
行
事
予
定 

】 

◆ 

モ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ミ
ナ
ー 

・
三
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

越
谷
青
年
会
議
所 

理
事
長 

 

秋
山 

眞
樹 

（
㈱
の
り
く
ら
） 

テ
ー
マ
『
勠
力
協
心
～
愛
す
る
地
域
の 

た
め
～
』 

・
十
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

さ
い
た
ま
市
浦
和
倫
理
法
人
会 

 

専
任
幹
事 

体
験
報
告
者 

堀
切 

広
子 

(

日
本
生
命)

 

テ
ー
マ

『
万
人
幸
福
の
栞
と
私
の
日
常
生
活
』 

・
十
七
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

船
橋
北
倫
理
法
人
会 

副
会
長 

法
人
レ
ク
チ
ャ
ラ
ー 

渡
邉 

勲 

（
渡
邉
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
） 

テ
ー
マ
『
気
づ
き
、
第
一
感
』 

・
二
十
四
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

 

倫
理
研
究
所 

首
都
圏
方
面
長 

 

松
本 

光
司 

テ
ー
マ
『
変
化
が
表
わ
れ
る
時
』 

①中村猛会長の挨拶で始まりました 

《
五
月
六
日
、
第
一
、
三
七
一
回 

Ｍ
Ｓ
》 

さ
い
た
ま
市
与
野
倫
理
法
人
会
の
大
澤
英
山
専
任
幹
事 

（
首
都
圏
環
境
サ
ー
ビ
ス
㈱
）
に
講
師
を
お
願
い
し
テ
ー
マ

『
倫
理
三
年
生
』
と
題
し
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。
始
め
に
「
後

継
者
倫
理
塾
七
期
生
と
し
て
学
ん
だ
こ
と
。
」
そ
し
て
「
最
初

の
内
は
、
全
て
や
ら
さ
れ
て
い
る
感
じ
で
し
た
が
、
朝
礼
コ

ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
て
か
ら
は
、
前
向
き
な
意
識
に
変
わ
り

ま
し
た
。
」
ま
た
「
雇
用
体
制
は
、
し
っ
か
り
整
え
て
お
い
た

方
が
良
い
で
す
。
」
更
に
「
富
士
山
に
十
人
の
同
級
生
と
登
山

し
た
時
に
道
に
迷
っ
て
し
ま
っ
た
。
リ
ー
ダ
ー
（
社
長
）
が

迷
う
と
社
員
が
路
頭
に
迷
う
事
に
な
る
。
」
等
の
、
体
験
話
が

あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
♪
歌
「
セ
ー
ル
ス
鴉
（
か
ら
す
）
」

を
熱
唱
さ
れ
、
心
に
響
く
素
晴
ら
し
い
講
話
が
終
わ
り
ま
し

た
。
今
日
は
、
先
の
県
議
会
議
員
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
藤
沢

慎
也
議
員
が
入
会
宣
言
を
さ
れ
、
食
事
会
も
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
三
十
三
名
の
参
加
者
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

        

会
員
ス
ピ
ー
チ
で
は
北
原
京
子
相
談
役
（
㈱
Ｂ
・
Ｈ
・
Ｃ

代
理
店
）
が
、
知
人
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
、
倫
理
の
仲
間

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
気
持
ち
よ
く
即
行
の
実
践
に
よ
り
採

用
し
て
い
た
だ
い
た
。
倫
理
の
全
国
ネ
ッ
ト
の
素
晴
ら
し
さ

と
温
か
さ
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
で
す
、
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

 

会員スピーチの浅野幹事 

講師の小野寺明美氏 

講師の大澤英山氏 

朝食後のコーヒータイム 
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平成 

 

  

講師の水口敏広氏 

40 名の参加者の皆さん 

 

会
員
ス
ピ
ー
チ
は
渡
辺
秀
雄
幹
事
（
㈱
ア
ー
ト
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
）
。
後
継
者
倫
理
塾
八
期
生
。
沖
縄
の
知
覧
を

訪
れ
た
時
に
沖
縄
を
取
ら
れ
た
く
な
い
、
愛
す
る
家
族
を

守
る
た
め
に
、
特
攻
で
命
を
落
と
し
た
と
の
話
を
伺
っ

た
。
先
人
の
気
持
ち
を
受
け
継
ぐ
事
が
大
事
と
語
る
。
感
謝
。

《
五
月
十
三
日
、
第
一
、
三
七
二
回 

Ｍ
Ｓ
》 

 
中
村
猛
会
長
は
、
「
性
格
は
変
え
ら
れ
な
い
け
ど
、

考
え
方
は
変
え
ら
れ
る
。
」
ま
た
「
新
し
い
仲
間
づ
く

り
（
良
い
学
び
を
伝
え
る
）
に
声
を
掛
け
合
っ
て
皆
で

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
今
日
は

八
潮
市
倫
理
法
人
会
事
務
長
の
水
口
敏
広
氏
（
Ａ
Ｓ
Ａ

ハ
潮
代
表
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、
『
バ
ッ
ク
一
つ
か

ら
年
商
四
億
ハ
千
万
へ
』
を
テ
ー
マ
に
「
働
き
者
の
母

を
一
番
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
」
そ
し
て
「
自
分
の
武
器

は
現
場
主
義
で
す
。
営
業
は
大
変
で
す
が
、
現
場
の
感

覚
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
」
最
後
に
「
健
康
な
身
体

で
、
良
い
仕
事
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
」
と
結

ば
れ
ま
し
た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
、
そ
し
て
貴
重
な
体
験

に
基
づ
か
れ
た
講
話
に
共
感
を
覚
え
感
銘
し
ま
し
た
。

益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
し
、
御
礼
と
致
し
ま
す
。 

《
会
員
ス
ピ
ー
チ
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
》 

越
谷
市
倫
理
法
人
会 

幹
事 

原
田 

秀
一 

先
程
は
、
お
花
と
記
念
品
を
頂
戴
し
感
激
し
ま
し
た
。
平
成
十
五

年
七
月
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
、
以
来
、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
は

毎
回
出
席
し
、
素
晴
ら
し
い
出
会
い
と
と
も
に
、
万
人
幸
福
の
栞
や

講
話
の
内
容
が
心
に
響
き
、
元
気
を
貰
い
、
本
当
に
有
り
難
か
っ
た

で
す
。
ま
た
こ
の
間
、
親
睦
委
員
長
・
幹
事
・
副
事
務
長
・
副
会
長
・

越
り
ん
と
Ｈ
Ｐ
の
担
当
等
、
お
役
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、

い
ろ
い
ろ
な
気
付
き
や
学
び
を
得
る
事
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
度
は
、
母
の
介
護
の
た
め
に
秋
田
の
実
家
に
帰
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
倫
理
の
教
え
を
実
践
出
来
る
こ
と
に
喜
ん
で
い
ま
す
。

故
郷
秋
田
は
、
日
本
海
を
望
み
風
向
明
媚
な
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
片

田
舎
で
す
が
、
秋
田
に
お
越
し
の
際
に
は
是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

倫
理
法
人
会
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
御
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
感
謝
深
謝
。 

会員スピーチの原田夫妻 

講師の松本和子氏 ４４名の参加者と記念撮影 

朝食後の最後の懇親タイム 

《
清
掃
活
動
に
つ
い
て
（
ご
報
告
）》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
月
二
十
九
日
（
金
・
祝
日
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
回
目
の
金
曜
日
は
、
恒
例
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

モ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ミ
ナ
ー
の
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
を
お
借
り
し
、
大
変
お
世
話 

に
な
っ
て
お
り
ま
す
「
ら
・
ぽ 

ー
れ
」
周
辺
を
九
人
の
仲
間
で 

感
謝
の
気
持
ち
で
ゴ
ミ
を
拾 

い
ま
し
た
。
お
天
気
に
も
恵
ま 

れ
、
と
て
も
爽
や
か
な
気
持
ち 

に
な
り
ま
し
た
。
（
Ｔ
・
Ｎ
） 

（
写
真
提
供
・
大
住
幹
事
） 

 

《
五
月
二
十
日
、
第
一
、
三
七
三
回 

Ｍ
Ｓ
》 

倫
理
研
究
所
、
参
事
の
松
本
和
子
氏
を
講
師
に
お
招

き
し
『
倫
理
指
導
と
実
践
』
を
テ
ー
マ
に
「
腰
痛
の
原

因
は
感
情
に
あ
り
ま
す
。
指
導
を
受
け
た
ら
素
直
に
実

践
す
る
こ
と
。
演
技
の
実
践
で
は
ダ
メ
、
本
気
の
実
践

で
な
く
て
は
結
果
が
出
な
い
。
」
ま
た
、
丸
山
先
生
は
万

人
幸
福
の
栞
の
中
の
第
五
条
で
は
「
す
べ
て
が
、
夫
婦

の
心
の
一
致
し
て
い
る
か
い
な
い
か
、
に
か
か
っ
て
い

る
。
」
そ
し
て
第
六
条
で
は
「
子
は
親
の
心
を
実
演
す
る

名
優
で
あ
る
。
」
と
教
え
て
い
ま
す
。
前
日
の
会
員
研
修

テ
ー
マ
「
す
て
る
」
に
引
き
続
き
、
本
日
も
貴
重
な
体

験
談
と
、
ご
指
導
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
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